
東京都議会議員 おときた駿

音喜多駿（おときたしゅん）／ 1983年9月21日北区王子本町生まれ。
いなり幼稚園、北区立王子第二小学校卒の生粋の北区民。海城中学・高校、
早稲田大学政治経済学部政治学科を卒業後、外資系企業で 7 年間のビジネス経験を経て、
現在、東京都議会議員一期目。都議会会派「かがやけTokyo」では政調会長を務める。
ネットを中心に積極的な情報発信を心掛け、都政情報等で 365 日ブログを更新中。

ホームページでも情報発信中！ http://otokitashun.com
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衝撃だった「23区格差」

最大の問題は人口動態！

北区の強みに大きな可能性も

キーワードは「住宅環境」

都政レポート2016年第一号

衝撃だった「23 区格差」
　　             北区は Dランク、知名度では堂々の最下位…

昨年末、「23区格差」という本が発売され、大きな話題となっています。
東京都 23 区を多彩なデータで分析し、その実情に迫った本書ですが、Aランク～
Dランクに区分けされる中で、残念なことに北区はDランク（最低ランク）。

「どこにあるのかわからない区」調査では 1 位＝知名度最下位という結果となり
ました。「北区」という地名は日本に12ヶ所存在し、東京都北区は大阪市北区の知名度を
下回るとも言われており、また 2020 年東京五輪においても、競技実施会場のない北区の

「置き去り」が不安視されています。
今回は本書を参考に、そんな我が北区の課題とその解決策を皆さまと考えたいと思います。

最大の問題は人口動態！高齢化の進展、小中学生の激減…
知名度に続き所得水準でも20 位と厳しい数字が並ぶ北区ですが、最大
の問題はやはり人口動態にあると言えそうです。1965 年のピーク時に
45 万人を超えていた人口は現在、34 万人。23 区は概ね人口が増加傾
向にある中で、2005～ 2014 年まで 10 年での人口増加率は最低の
23位です。特に、高齢化率が23区ナンバー1であることは昨今の報道
で広く知られているところですが、加えて高齢者の就労率がワースト1。
つまり、未就労の高齢者が 23 区中飛び抜けて多いことが大きな問題で
す。一方で若年層に目を向けてみると、幼児人口（4歳まで）こそ増加して
いるものの、小・中学生の人口が激減しており、その親世代にあたる働き
盛りの30～44歳の人口割合が22位となっています。

※「gooランキング」
実査機関：アイブリッジ株式会社　調査方法：アイブリッジ提供の「リサーチプラス」モニターに対するアンケート調査
調査機関：2014 年 6月 12日～16日　有効回答数：500 名（男性 250 名、女性 250 名）
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都政のこと、北区のこと… どんな小さなことでもかまいません。
皆さまの声をお寄せください！ おときた駿事務所

各種ご連絡先

〒114-0034東京都北区上十条2-25-14
Tel/Fax 03-3908-3121お問い合せは…  mail@otokitashun.com
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キーワードは「住宅環境」
　再開発の成功で、若者と笑顔の溢れる街に！

もちろん、弱みばかりが指摘されている
わけではありません。北区民であれば誰
でも感じているように、都心に向けた交
通アクセスは非常に利便性が良く、JR

の駅数は 23 区中堂々の 1 位。区内どこでも、ほぼ徒歩圏内で鉄道駅を利用することが可能になっています。ま
た、高校生までの手厚い医療費助成など子育て政策も充実しており、保育サービス充足率は3位、待機児童数の
少なさも毎年23区トップレベルです。これを反映してか、幼児人口率の伸びは上位（9位）に位置しています。そ
して北区が誇る観光資源の飛鳥山や、人口あたりの図書館数が23区中 2位など、生活環境においては目を見
張る点も少なくありません。

保育サービスの充実や良好な生活環境・交通アクセスにも関わらず若年
層が流出する最大の要因は、住宅環境にあると言えそうです。統計上、北区
は1980 年以前に建てられた、いわゆる「老朽化」した建物の割合がもっと
も大きい区となっています。加えて民営借家の平均面積でも20位と、つま
り、子育て・ファミリー世帯が入居できる住宅環境が極めて少ないことが
示唆されています。幼児期の子育てを終えた働き盛りの世帯が、子どもが
大きくなると最適な住環境を求めて転居してしまう…この流れを断ち切ら
ねばなりません。そのためには現在考案されている、王子・十条駅前など
を中心とした再開発事業の成功が不可欠と言えるでしょう。加えて、元気な
高齢者を活かすためにシルバー人材センターの登録率の向上、新たな地
域事業の創生などを行っていく必要があります。

保育充足率

幼児人口伸び率

人口あたりの図書館

JRの駅数

「政治や都政のことって、イマイチわかりづらい」「政治家って
普段なにをしているのか、さっぱり伝わってこない」そういっ
た疑問に応えるためにおときた駿は、ブログや SNS をかか
さず「毎日」更新し、政治や都政の現状をお伝えしております。
ネットを活用される方は、ぜひ「おときた駿」で検索してみて
ください！

いかがでしょうか。北区に長年お住まいの皆さまでも、知らなかったデータ・ランキングの実態があった
かもしれません。都議会議員である私の職責は東京都全体ですが、北区生まれ・北区育ちの地元選出
議員として、地元の課題解決にも区議会と連携して積極的に取り組んで参ります。
皆さまからも、様々なご意見・ご指導をいただければ幸いです。

▲総務委員会で質問

強みは交通アクセス、子育て支援、文化資産
大きな可能性も！

「町内会で都政の報告をして欲しい」
「自分たちの会合で東京都の話が聞きたい」
「行政についてもっと知りたい」等、皆さまのお集まりに
呼んでいただければ、都議会議員おときた駿が北区内
どこへでも出張いたします！（日時は要相談）
少人数でも、まずはお気軽に電話・ファックス・メール
にておときた駿事務所までご連絡下さい。


